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今月の表紙
３月 15 日、菊池女子高で
野点がありました。同校で
は毎年、２年生が１年生を
客に迎え、和室でのマナー
など学習した作法を披露し
ています。本年は早めに咲
き始めたシダレザクラの下
で野点を披露。日ごろお世
話になっている地域の皆さ
んも案内し、大勢の来場者
をもてなしました。

２月末の人の動き
人口 対前月比

人　口：51,256 人 － 28
男　性：24,643 人 － 11
女　性：26,613 人 － 17
世　帯：18,426 世帯 ＋５

年齢別人口 
～ 14 歳 ： 6,720 人 13%

15 歳～ 64 歳 ： 30,111 人 59%
65 歳～ ： 14,425 人 28%

３ 菊池人

今坂正哉さん
４ 菊池市立４小学校閉校式フォトリポート

今、心からありがとう
12 菊池市長選挙

菊池市議会議員補欠選挙
14 TOPICS

世代間交流会／菊池市女性の会初春のつどい／水源小学校音楽会／
振り込め詐欺未然防止訓練／菊池市まちづくり生涯学習フェスティ
バル／ KCG30 の皆さんに警察署から感謝状／菊池市観光大使劇団
に ゃ゙あ in 県庁／万句のふるさと菊池表彰式／元バレーボール全日
本代表朝日健太郎さんが来菊／第 23 回菊池市民駅伝大会／認知症
市民フォーラム／菊池市観光イメージソング「菊池の里」できまし
た♪／「市民広場の未来像」を提出／第 48 回菊池女子高卒業式／
隈府小剣道部頑張っています！／花房小卒業生が 100㌔駅伝に挑
戦！／軍事恩給連盟泗水支部から寄付／小学生五色百人一首かるた
大会／隈府の坂本邸で「お座敷ひなまつり」／菊池一族を学ぶ「文
化財研究会」／第７回菊池市民ソフトテニス大会／泗水中３年生が
小学生と交流／第 25 回泗水町少年剣道大会　ほか

20 エンジョイスポーツ
国民年金情報

22 健康だより
行楽シーズンの食中毒予防
未熟児養育医療の窓口が県から市に変わります／歯ッピー
キッズ

24 文芸きくち
図書だより

26 シリーズ菊池遺産／人権同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り　菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

28 情報つう
▼お知らせ

「菊池市国民健康保険人間ドック」受付開始／ダニ媒介性疾患に注
意しましょう！／介護予防ミニ講座／国民健康保険被保険者に新
しい保険証を送付しました／はり・きゅう利用券を交付します／
平成 25 年度後期高齢者医療保険料／児童生徒の就学費用を援助し
ます／不正大麻・けし撲滅運動／菊池市病後児保育施設をご利用
の人へ／熊日菊池桜マラソン大会交通規制を行います／菊池市の
放射線量／全国大会などへの出場者に報奨金を交付します！／環
境にやさしい合併浄化槽へ転換しましょう／公共事業入札の公表
／縦覧簿の縦覧と固定資産税課税台帳の閲覧／憩いの森公園の一
部が利用できます／ウリ類栽培終了後は適切な閉め込みをお願い
します／ミツバチに対する農薬危害防止／九州電力から感電事故
防止のお願い／緑の募金にご協力をお願いします／植樹や花の植
栽を実施する団体に補助があります／春の農作業安全確認運動／
障がい者の範囲に難病などの患者が加わります／「菊池一族歴史
を巡る散策マップ」ができました！／菊池市奨学資金貸付の申請
を受け付けます。
▼募集
統計調査員を募集しています／熊本県警察官警察事務採用試験／
小学生から高校生のための夏休み海外派遣参加者募集／自衛官な
どを募集します／菊池市営住宅補充入居者を募集します！／熊大
病院ボランティア活動員募集／
▼相談・講演講習・市民の広場ほか
平成 25 年度法律無料相談日程／認知症介護家族のつどい／もの忘
れ相談会／納税相談夜間窓口を開設します／手話奉仕員養成講座
／認知症サポーター養成講座／市民の広場
▼イベント
すくすく講座開催／ 2013 養生園祭／地域開催介護セミナー in 菊
池／休日在宅当番医／ハッピーバースデー

54 年間ありがとう
菊池聖母幼稚園で最後の卒園式

　３月 15 日、菊池聖母幼稚園（村
む ら た

田加
か よ こ

代子園長）
の卒園式と閉園式が行われました。卒園式では、村
田園長が園児８人に卒園証書を授与し、「園がなく
なっても私たちの心はつながっています。一生懸命
楽しい生活を送ってください」とあいさつ。園児た
ちは、「園で過ごした一つ一つの出来事が心の宝物
です。大事に育て見守ってくれた皆さま、本当にあ
りがとうございます」と感謝の言葉を述べました。
　卒園式に引き続き閉園式が行われ、述べ 2,981
人の園児たちを送り出してきた 54 年間の歴史に幕
を下ろしました。

最後の卒園式で村田園長から卒園証書を受け取る園児

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、 伝 統 を 受 け 継 い で い る 人
な ど、 菊 池 で 頑 張 っ て い る 人
を 募 集 し ま す。 本 市 在 住 で あ
れば、自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報広聴係
　☎ 0968（25）7200

　今坂さんが描いている絵は、豊臣秀吉の生涯を綴った伝記「太閤記」の
紙芝居。既に数十枚の絵が完成し、机の横に立てかけられている。長年工
芸店を営んできた今坂さんは、絵もさることながら彫刻や木工も得意で、
展覧会を開催したことがあるほどの腕前の持ち主。写真左の「くまモン」
人形や部屋にある本棚のほとんどが自身の手作りで、現在はひ孫へのプレ
ゼントに回転木馬も製作中だ。元気の秘訣は「空気がおいしい山に行くこ
と」だと言う。菊池の大いなる自然と歴史が今坂さんの原動力となり、郷
土への熱い思いをたぎらせ、私たちを悠久のロマンへといざなう。
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哉さん（91 歳・北原）19

未だ見ぬ歴史への探訪は
　　　　　　悠久のロマン

3 22013 April広報きくち2013 April広報きくち


